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〔緒 言〕

従 来 よ り 気 管 支 楕 息 の 原 因 の っ と し て

空 中 に 浮 遊 す る 抗 原 粒 子 の 関 与 が い わ れ て い

る が 、 そ の 中 で も 特 に 重 要 と 思 わ れ る 空 中 ダ

ー 抗 原 に 関 す る 検 討 は 未 だ 少 な く 、 そ の 季 節

的 変 動 に 関 し て は ほ と ん ど 検 討 さ れ て い な い 。

ま た 、 空 中 ダ ニ 抗 原 は 室 内 塵 中 の ダ ニ 由 来 で

あ ろ う と 考 え ら れ て お り 、 室 内 塵 中 の ダ ニ 除

去 を 目 的 と し た 室 内 環 境 整 備 が 推 奨 さ れ て い

る が 、 未 だ 空 中 ダ ニ 抗 原 量 と 室 内 塵 中 の ダ ー

数 と の 関 連 性 に つ い て 検 討 し た 報 告 は 少 な い

ま た 、 近 年 吸 入 性 抗 原 と し て 注 目 さ れ て い る

ユ ス リ カ 抗 原 に つ い て も 、 大 気 中 に ど れ 位 の

量 の 抗 原 が 浮 遊 し て お り 、 哨 息 症 状 に い か な

る 影 響 を 及 ぼ し て い る か に 関 し て は ほ と ん ど

不 明 で あ る

今 回 我 々 は 免 疫 化 学 的 測 定 法 を 用 い て 室 内

空 中 の ダ ニ 抗 原 量 お よ び 大 気 中 の ユ ス リ カ 抗

原 量 を 測 定 し 、 そ れ ら の 季 節 的 変 動 、 室 内 空

中 の ダ ニ 抗 原 量 と 室 内 塵 中 の ダ ニ 密 度 と の 関



連 性 、 大 気 中 の ユ ス リ カ 抗 原 量 と ユ ス リ 力 発

生 量 と の 関 連 性 や 鴨 息 症 状 に 及 ぼ す 影 響 に つ

い て 検 討 し た 。 ま た 、 大 気 中 の ユ ス リ カ 抗 原

量 は エ ア サ ン プ リ ン グ 中 や そ の 直 前 の 気 温

降 水 量 や 風 な ど に よ り 大 き な 影 響 を 受 け る 可

能 性 も あ る と 考 え ら れ た の で 、 こ れ ら の 気 象

因 子 と 大 気 中 の ユ ス リ カ 抗 原 量 と の 関 連 性 に

つ い て も 検 討 を 加 え た

〔材 料 お よ び 方 法 〕

a ) エ ア サ ン プ リ ン グ

屋 内 で の エ ア サ ン プ リ ン グ は ① 鉄 筋 ア ノ

ー ト 3 階 、 居 住 者 l 名

居 住 者 l 名 、 ③ 木 造 ア パ

名 、 ④ 小 児 科 外 来 診 察 室

行 っ た

②鉄 筋 ア パ ー ト 2 階

ト 2 階 、 居 住 者 i

の 4 カ 所 で 計 33 回

屋 外 で の エ ア サ ン プ リ ン グ は A 富 山 医

科 薬 科 大 学 健 康 管 理 セ ン タ - 2 階 ベ ラ ン ダ に

て 1986 年 4 月 か ら 1987 年 5 月 に か け て 36 回

B : 富 山 市 街 地 の ガ レ ー ジ に て 1986 年 7 月 か

ら 1987 年 6 月 に か け て 20 回 の 計 56 回 行 っ た
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H V - 1 000 型 ハ イ ボ リ 二L L.. コ二 ア サ ン フ フ 一

〈柴 田 科 学 器 械 工 業 〉 を 雨 や 雪 が 台、 台、 ら な し、

よ つ 設 置 し コニ ア サ ン フ フ の 漉 紙 ホ jレ ダ

グ フ ス フ ア イ ノ\ 一 フ イ jレ タ G B 100 

R ， 2 0 . 4 cm × 2 5 . 3 cm ， 東 洋 漉 紙 〉 を 装 着 し 、

2 4 時 間 コニ ア サ ン フ リ ン グ を 行 つ fこ 。 な お こに

ア サ ン フ リ ン グ 終 了 時 の 二L ア サ ン フ フ の 空

気 流 量 の 変 化 lま 二工 ア サ ン フ リ ン グ 開 始 時 の 5 

% 未 満 で あ つ fこ 。

b 空 中 抗 原

二工 ア サ ン フ ン グ 終 了 後 ク フ ス フ ア イ ノ\

一 フ イ jレ タ を 細 断 し % N H 4 H C 0 3 液 50 0 mQ 

と 共 均 イヒ し た 後 4 。C で 4 8時 間 抽 出 し fこ 。

抽 出 液 を 漉、 過 後 漉 過 液 を 蒸 留 水 て セ ロ フ ア

ン 透 析 し 、 内 液 を 凍 結 乾 燥 し て 空 中 抗 原 を 得

fこ 。 空 中 抗 原 粉 末 は 測 定 時 ま で 4 0 OC で 保 存

し fこ 。

C 使 用 し た 抗 原

ダ ニ 抗 原 は 鳥 居 薬 品 よ り 提 供 さ れ fこ D e r m a -

t 0 p h a g 0 i d e s f a r i n a e ( 以 下 D . f . ) 粗 抗 原 を
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用 い た

ユ ス リ カ 抗 原 は 19 8 6 年 9 月 に 諏 訪 湖 畔 で 採

集 し た オ オ ユ ス リ カ ( C h i r 0 n 0 m u s p 1 u m 0 S U S ， 

以 下 C . p . ) を 用 い て 作 製 し た 。 ま ず 虫 体 を 凍

結 乾 燥 し 1 g を 乳 鉢 と 乳 棒 で 磨 砕 し 、 エ ー ア

ル で 3 回 脱 脂 、 涜、 過 を 繰 り 返 し た 。 脱 脂 し た

ユ ス リ カ 虫 体 を 20 mQ の C 0 c a 液 ( N a C 1 5 g ， N a H 

C 0 3 2 .  7 5 g ， P h e n 0 1 4 g ， H 2 0 1 0 0 0 mQ ) に 入 れ

て 4 oc で 72 時 間 振 還 し な が ら 抽 出 し た 。 ..，... '-

れ を 漉 過 し た 後 セ ロ フ ァ ン チ ュ プ に 入 れ

て 生 理 食 塩 水 で 4 oc 、 24 時 間 透 析 し た 。 透 析

内 液 を ミ リ ポ ア フ ィ ル タ ( O . 4 5μ m ) に よ り

癒 過 滅 菌 し て 、 重 量 / 容 量 で 20倍 の ユ ス リ カ

ア レ ル ゲ ン エ キ ス を 作 製 し た 。 蛋 白 量 は L 0 W -

r y 法 に て 1 1 . 6 m g / mQ で あ っ た 。 こ れ を 凍 結 乾

燥 し て C . p . 抗 原 粉 末 を 作 製 し た 。 こ れ ら の 抗

原 は 使 用 時 ま で - 4 0 oc で 保 存 し た

d ) 抗 原 吸 着 デ ィ ス ク の 作 製

蛋 白 濃 度 1 m g / mQ に 調 整 し た D . f . ま た は C . 

p . 虫 体 抽 出 液 と 5 % C N B r で 活 性 化 し た P a p e r 



d i s c 〈 東 洋 癒 紙 N 0 . 6 直 径 6 rn rn ) を mQ 当 fこ

り 3 0枚 の 害j え口』 で 混 メ口� し 、 4 。C で 48 時 間 反 応 さ

せ 、 o . 0 5 M P - rn 0 n 0 e t a n 0 1 a rn i n e で フ ロ ツ ク し

a c e t a t e b u f f e r ( o . 1 M ， p H 4 . 0) で 洗 浄 し 7こ

後 、 R A S T b u f f e r に 浮 遊 さ せ 使 用 時 ま で 保 存

し fこ 。

e R A S T i n h i b i t i 0 n a s s a y 

フ ア ア ザ イ ム R A S Tキ 、ソ ト ( P h a r rn a c i a S w -

e d e n ) を 用 し、 て 行 つ fこ 。 す な わ ち 、 空 中 抗 原

粉 末 を R A S T b u ffe r 1 mQ 溶 解 し ー."... の フ ち、 '-

5 0μl に D . f . ま fこ は c . p . に 対 す る R A S T 強 陽 性 の

患 者 フ ル 血 清 50μl を 添 方日 し 2 時 間 反 応、 さ

せ 吸 収 し fこ 後 、 R A S T を ì1lU 疋 し fこ 。 ま た 、 対 照

と し て R A S T b u f f e r 5 0μl を 患 者 フ ル 血 清 50 

μl に 添 加 し 吸 収 し fこ 後 、 R A S T を 設リ 疋 し fこ 。

R A S T 抑 *1率 は 下 記 の 式 で 求 め fこ 。

C R A S T b u f f e r添 加 患 者 血 清 よ る R A S T (吸

光 度 ) - 空 中 抗 原 添 加 患 者 血 清 に よ る R A S T ( 吸

光 度 ) J � C R A S T b u f f e r添 加 患 者 血 清 に よ る

R A S T ( 吸 光 度 ) J x 1 0 0 
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同 時 に 、 蛋 白 濃 度 既 知 の D . f . ま た は c . p . 抗

原 液 を 用 い て 同 様 の 操 作 を 行 っ て 検 量 線 を 作

製 し 、 こ の 検 量 線 の 抑 制l 率 に 相 当 す る 抗 原 蛋

白 濃 度 を 空 中 抗 原 液 の 抗 原 蛋 白 濃 度 と し ヲ�、一

れ よ り 空 中 ダ ニ ま た は ユ ス リ カ 抗 原 量 を そ れ

ぞ れ 1 m a 1 r 当 た り の D . f . ま た は c . p . 抗 原

蛋 白 量 と し て 表 し た

f ) 室 内 塵 中 ダ ニ 密 度 の 測 定

エ ア サ ン プ リ ン グ 終 了 直 後 に 、 電 気 掃 除 機

( c v - 8 6 0 0 ， 日 立 家 一帝
国〕 紙 パ ッ ク 使 用 〉 を 用 い

て 1 rd 当 た り 約 30秒 間 か け て 丁 寧 に 掃 除 し 集

塵 し た 後 紙 パ ッ ク よ り 塵 を す べ て 取 り 出 し 、

重 量 を 測 定 し た 。 次 に メ ッ シ ュ N 0 . 1 6 お よ

び N 0 . 200 を 用 意 し 、 N 0 . 1 6 を N 0 . 200 の 上 に 重

ね N 0 . 1 6 上 に 塵 g ( 量 が 少 な い 時 は 全

を 均 等 に 広 げ 振 還 機 ( M - 1 0 0 型 ， 筒 井 理 化 学

器 械〉 上 で 140 c y c 1 e / 分 〈 目 盛 り 7 ) で 30 

分 間 振 渥 し メ ッ シ ュ N 0 . 200 上 に 残 っ た 細 塵

よ り ダ ニ を 分 離 し た 。

細 塵 か ら の ダ ニ の 分 離 は 飽 和 食 塩 水 遠 沈 分
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離 法 を 用 い て 行 っ た 。 細 塵 を 遠 沈 管 に 入 れ

0 . 5% Tw ee n80溶 液 4 mQ お よ び 比 重 1 . 2 の 飽 和

食 塩 水 10 mQ を 加 え て よ く 混 和 し た 後 、 飽 和 食

塩 水 を 適 量 加 え て 2 0 0 0 r p m で 10 分 間 遠 心 分 離

し 、 10 分 間 放 置 後 、 上 清 を ピ ペ ッ ト で 吸 い 取

り 、 ブ フ ナ ー 癒 斗 で 癒 紙 上 に 吸 引 漉 過 し た 。

実 体 顕 微 鏡 を 用 い て 癒 紙 上 よ り タ ニ を 分 離 し

ガ ム ク ロ ラ ー ル 液 で ダ ニ を 封 入 し て 標 本 を 作

製 し 、 顕 微 鏡 下 で ダ ニ 数 を 測 定 し て 、 1 rrl 当

た り の ダ ニ 数 と し て 表 し た

g ) ユ ス リ 力 発 生 量 の 検 討

ユ ス リ カ の 採 集 は 富 山 市 中 心 部 よ り 約 10 k m 

西 方 の 新 興 住 宅 地 の 中 に あ る 患 者 宅 の 庭 に ラ

イ ト ト ラ ッ プ ( F L M - 60 1 G B ， 東 芝〉 を 設 置 し

1 985 年 4 月 よ り 1987 年 3 月 に か け て 行 っ た 。

ラ イ ト ト ラ ッ ア を 1 週 間 毎 に 取 り 替 え 、 採

集 さ れ た 昆 虫 の 中 よ り ユ ス リ カ を 選 別 し て

そ の 個 体 数 、 種 類 の 同 定 お よ び 乾 燥 重 量 の 測

定 を 行 っ た 。 ユ ス リ 力 発 生 量 は そ の i 週 間 で

採 集 さ れ た ユ ス リ カ の 乾 燥 重 量 で 表 し た 。
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h ) 気 象 因 子

富 山 地 方 気 象 台 気 象 月 報 に 基 づ い て 1986 年

4 月 か ら 1987 年 3 月 に か け て 、 富 山 医 科 薬 科

大 学 で 行 っ た エ ア サ ン プ リ ン グ の 当 日 の 平 均

気 温 、 平 均 風 速 、 降 水 量 お よ び エ ア サ ン プ リ

ン グ 前 1 週 間 の 平 均 気 温 お よ び 総 降 水 量 の 5

因 子 を 算 出 し た

〉 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 と ユ ス リ 力 発 生 量 お

よ び 気 象 因 子 と の 関 連 性 に つ い て の 統 計 学 的

検 討

1 986 年 4 月 か ら 1987 年 3 月 ま で 富 山 医 科 薬

科 大 学 で 測 定 し た 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 と ユ ス

リ 力 発 生 量 お よ び 気 象 因 子 と の 聞 の 関 連 性 に

つ い て 検 討 し た 。 エ ア サ ン プ リ ン グ 直 前 の

週 間 、 2 週 間 前 か ら 1 週 間 前 に か け て 、 3 週

間 前 か ら 2 週 間 前 に か け て 、 4 週 間 前 か ら 3

週 間 前 に か け て の ユ ス リ 力 発 生 量 お よ び 5 つ

の 気 象 因 子 と 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量: と の 間 の 相

関 性 に つ い て は 、 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 と そ れ

ぞ れ の 因 子 と の 間 の 相 関 係 数 を 求- め 、 ま た

-8-



ど の 因 子 が 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 に よ り 強 く 影

響 す る か と い う 点 に つ い て の 検 討 は 重 回 帰 分

析 の 変 数 減 増 法 を 用 い て 検 討 し た 。 な お 、 平

均 気 温 は 季 節 的 変 動 を 消 去 す る た め 、 測 定 目

前 後 1 週 間 の 平 均 値 お よ び 標 準 偏 差 を 算 出 し

個 々 の 値 を 規 準 化 し て 用 い た

) C .  p .  R A S T 陽 性 気 管 支 鴨 息 児 に お け る 症

状 の 季 節 的 変 動 に つ い て の 検 討

大 気 中 の ユ ス リ カ 抗 原 が 哨 怠 発 作 に い か な

る 影 響 を 与 え て い る か を 検 討 す る た め 、 富 山

市 お よ び そ の 近 郊 に 居 住 し て い る 気 管 支 時 息

児 の う ち C . p . に 対 す る R A S T s c o r e  2 以 上 の

2 4名 ( C .  p .  R A S T 陽 性 群 〉 と C . p . に 対 す る R A 

S T  s c o r e  1 以 下 の 17名 ( C . p .  R A S T 陰 性 群 〉

を 対 象 に 、 1986 年 4 月 か ら 1987 年 6 月 ま で の

毎 月 の 時 息 発 作 回 数 を 時 息 日 誌 に 基 づ い て 求

め 、 2 群 間 で そ の 季 節 的 変 動 に 差 が あ る か 否

か に つ い て 検 討 し た 。 C . p . R A S T 陽 性 群 は 男

児 1 7 名 、 女 児 7 名 、 平 均 年 齢 8 . 6歳 で 、 小 児

ア レ ル ギ ー 研 究 班 に よ る 重 症 度 別 内 訳 で は 軽
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症 3 名 、 中 等 症 18名 、 重 症 3 名 で あ っ た 。 C .

p .  R A S T 陰 性 群 は 男 児 12名 、 女 児 5 名 、 平 均

年 齢 7 . 9歳 で 重 症 度 別 で は 軽 症 7 名 、 中 等 症

1 0名 で あ り 、 陰 性 群 に 比 し て 陽 性 群 で 重 症 度

の 高 い 症 例 が 多 い 傾 向 が 認 め ら れ た ( Z 2 検 定

pく o . 1 ) 

以 上 で あ

〔 結 果 〕

。 な お 、

っ fこ 。

全 例 D . p . R A S T 

a ) エ ア サ ン プ リ ン グ 時 間 の 検 討

S C 0 r e は 3

ま ず エ ア サ ン プ リ ン グ 時 間 を 3 、 6 、 12 、

2 4 時 間 と し て 、 サ ン プ リ ン グ 時 間 に よ る 空 中

ダ ニ 抗 原 量 の 変 化 に つ い て 検 討 し た 。 サ ン プ

リ ン グ 時 間 の 延 長 と 共 に 採 取 さ れ た ダ ニ 抗 原

量 も 増 加 す る 傾 向 が 認 め ら れ た が 、 12 時 間 以

下 の サ ン プ リ ン グ で は 、 測 定 さ れ た 空 中 ダ ー

抗 原 量 は 低 値 で あ り 、 測 定 誤 差 も 大 き い と 考

え ら れ た た め 、 以 後 の エ ア サ ン プ リ ン グ は 全

て 24 時 間 と し た ( F i g .  1) 0 C . p . 抗 原 の 場 合

も 同 様 と 考 え ら れ た た め 、 サ ン プ リ ン グ 時 間

は す べ て 24 時 間 と し た
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b 検 量 線

蛋 白 濃 度 既 知 の D _ f _ ま fこ は c _ p _ 抗 原 液 を 用

い て 抑 制 率 を 算 出 し 、 検 量 線 を 作 製 し 7こ 。 抗

原 蛋 白 量 の 増 加 と 共 に 抑 制l 率 も 上 昇 し て お り

ヲF の 測 定 方 法 を 用 い て D _ p _ 抗 原 で は o _ 5μg '--

2 0μg / mQ c _ p _ 抗 原 で は o _ 5μg�' 3 0μg / mQ の

濃 度 の 抗 原 蛋 白 量 が 測 定 可 能 と 考 え ら れ た ( F 

1 g lお よ び 2) 。

C 室 内 空 中 ダ ニ 抗 原 量 の 測 定

室 内 の 空 気 中 か ら は 6 90� 129000 pg/ m 3 の ダ

ニ 抗 原 が 測 定 さ れ た 。 季 節 的 変 動 を み る と

夏 期 は 比 較 的 低 値 で あ り 、 9 月 台、 ら 1 0月 か

け て 146 00� 129000 pg/ m 3 と 高 値 を と り 、 冬 期

は や や 減 少 し 、 3 月 力、 ら 6 月 か け て 再 度

増 加 す る 傾 向 が み ら れ た 。 方 外 来 診 察 室

で は 空 中 ダ ニ 抗 原 量 は 6 90� 5 6 7 0 p g / m 3 と

般 家 屋 に 比 し て 低 値 を と り 、 冬 期 に 増 加 す る

傾 向 が 認 め ら れ た ( F i g _ 3 ) 。

d 室 内 塵 中 ダ ニ 密 度 の 測 定

般 家 屋 で は 34 - O� 300 - 8/rd の ダ ニ 数 が 測
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定 さ れ た 。 季 節 的 変 動 を み る と 、 夏 期 は 低 値

で あ り 、 9 月 か ら 10月 に か け て 1 '7 8 . 4 � 300 . 8 

/rrl と 高 値 を と り 、 冬 期 に は 滅 少 し 、 5 月 か

ら 6 月 に か け て 再 び 増 加 す る 傾 向 が 認 め ら れ

た 。 ま た 、 ダ ニ の 種 別 で は 、 常 に 80% 以 上 は

チ リ ダ ニ 科 で 占 め ら れ 、 サ サ ラ ダ ニ 類 、 ツ メ

ダ ニ 科 、 ホ コ リ ダ ニ 科 な ど も 少 数 認 め ら れ た 。

方 、 外 来 診 察 室 で は ダ ニ 数 は 0 . 1� 0. 6 /rrf 

と 非 常 に 低 値 で あ り 、 ダ ニ は ほ と ん ど 生 息 し

て い な い と 考 え ら れ た ( F i g . 4) 

e ) 室 内 空 中 ダ ニ 抗 原 量 と 室 内 塵 中 ダ ニ 密 度

と の 相 関

ダ ニ が 比 較 的 多 く 存 在 し て い た ア パ ー ト 3

カ 所 の 空 中 ダ ニ 抗 原 量 の 対 数 値 の 平 均 ± 標 準

偏 差 は 3 . 970:t 0 . 475 で あ り 、 ダ ニ が ほ と ん ど

生 息 し て い な か っ た 外 来 診 察 室 の 3. 157:t 0 . 2  

8 4 に 比 し て 、 室 内 空 中 ダ ニ 抗 原 量 は 有 意 に 増

加 し て い た ( pく o . 001) ( F i g .  5) 。 ま た 、

ア パ ー ト 3 カ 所 で の 計 24 回 の 測 定 で は 、 室 内

空 中 ダ ニ 抗 原 量 と 室 内 塵 中 ダ ニ 密 度 と の 間 に
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は r = 0 . 535， pくo . 0 1 と 有 意、 の 正 の 相 関 が 認 め

ら れ た ( F i g . 6 ) 。 す な わ ち 、 室 内 塵 中 の ダ

ー 数 が 増 加 す る ほ ど 空 中 ダ ニ 抗 原 量 も 増 加 す

る と い う 結 果 で あ っ た

f ) 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 の 測 定

大 気 中 か ら は 1 m 3 あ た り o . 3 n g以 下 か ら 6 . 

8 n g の ユ ス リ カ 抗 原 量 が 測 定 さ れ た 。 季 節 的

変 動 を み る と 、 測 定 地 点 A ( 富 山 医 科 薬 科 大

学 〉 で は 1986 年 4 月 下 旬 に は す で に 1 . 7ng/m

3 の ユ ス リ カ 抗 原 量 が 測 定 さ れ 、 6 月 上 旬 に

旦 増 加 し た 後 、 7 月 初 旬 お よ び 7 月 末 に 大

き な ピ ー ク を 形 成 し て い た 。 そ の 後 12月 中 旬

ま で 数 個 の 小 さ な ピ ー ク を 形 成 し て 増 減 し

1 2月 下 旬 以 降 1987 年 5 月 に か け て は 低 値 を と っ

て い た 。 一 方 、 測 定 地 点 B ( 富 山 市 街〉 で は

1 986 年 は 8 月 上 旬 に 大 き な ピ ー ク を 形 成 し

以 後 10月 下 旬 ま で は 比 較 的 高 値 を 維 持 し て い

た 。 11月 中 旬 に 一 旦 減 少 し た 後 、 11月 末 に 再

度 ピ ー ク を 形 成 し て い た 。 11月 下 旬 か ら 1 987 

年 3 月 に か け て は 減 少 し 、 4 月 中 旬 か ら 再 び
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増 加 し て 、 4 月 末 ヒ 一 ク を 形 成 し て し、 fこ

F i g . 7 ) 。

g 二工 ス リ カ 発 生 量 の 測 定

フ イ ト ト フ ソ、 フ よ り 捕 獲 さ れ Tこ 二L ス リ カ

の 乾 燥 重 量 の 季 節 的 変 動 を み る と 、 1 9 8 5 年 度

は 4 月 中 句 よ り 増 方日 し 始 め 、 以 後 4 月 下 句 、

5 月 中 句 台、 ら 6 月 上 旬 6 月 末 ピ ク を 形

成 し E 減 少 後 7 月 下 旬 力、 ら 9 月 上 旬 力、

け て 大 き な ピ ク 〈 最 大 値 38 6 m g ) を 形 成 し 、

9 月 下 旬 以 降 lま 減 少 し て し、 Tこ 。 な お 、 4 月 下

句 の 優 先 種 は こに 二L ス カ 亜 科 ( 0 r t h 0 C 1 a d -

1 1 n a e s p . ) で あ り 、 5 月 下 旬 は 、、、 ヤ コ .b. モ

ン 二L ス リ カ ( P 0 1 y p e d i 1 u m k y 0 t 0 e n s e ， 以 下 P . 

k . ) お よ ひ オ オ ヤ て7 チ ビ ユ. ス カ ( T a n y t a r -

s u s o y a m a  1 ，  以 下 T . 0 . ) が 約 半 数 を 占 め 、 6 

月 下 旬 で は T . 0 . 、 7 月 下 句 で は ウ ス イ ロ 二L ス

リ 力 ( C h i r 0 n 0 m u s k i i e n s i s ) お よ ひ ク 口 二L

ス リ カ ( E i n f e 1 d i a d i s s i d e n s ， 以 下 E . d . ) 

8 月 下 句 で は E . d . カ5 そ れ ぞ れ 優 先; 種 で あ つ fこ 。

1 9 8 6 年 度 は 5 月 中 句 ま で は 前 年 上七 し て 発 生
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量 は 少 な か っ た が 、 5 月 下 旬 か ら 急 増 し 、 6

月 初 旬 か ら 7 月 上 旬 に か け て 最 大 の ピ ー ク (

最 大 値 10 0 7 m g ) を 形 成 し 、 以 後 7 月 下 旬 か ら

8 月 上 旬 お よ び 8 月 末 か ら 9 月 中 旬 に か け て

そ れ ぞ れ ピ ク を 作 っ た 後 10月 中 旬 以 降 は 滅

少 し て い た 。 な お 、 6 月 下 旬 の 最 大 の ピ ー ク

に お け る 優 先 種 は P . k . で あ り 、 8 月 上 旬 で は

C r i C 0 t 0 p u s b i m a C u 1 a t u s お よ び Ta n y p u s p u n -

c t i p e n n i s ( 以 下 T . p . ) 、 9 月 中 旬 で は Ta n y -

t a r s u s u n a g i s e p t i m u s お よ び T . p . が 優 先 種 で

あ っ た ( F i g . 8 ) 。

h ) 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 と ユ ス リ 力 発 生 量 お

よ び 気 象 因 子 と の 関 連 性

空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 と エ ア サ ン プ リ ン グ 4

週 間 前 か ら 直 前 ま で の 1 週 間 毎 の ユ ス リ 力 発

生 量 と の 聞 の 相 関 係 数 を 求 め る と 、 空 中 ユ ス

リ カ 抗 原 量 と ユ ス リ 力 発 生 量 と の 間 に は い ず

れ も 有 意 の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た ( T a b 1 e 1) 

ま た 、 そ れ ぞ れ の ユ ス リ 力 発 生 量 や 気 象

因 子 の 内 ど の 因 子 が 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 に よ
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り 強 く 影 響 を 及 ぼ す か と い う 点 に 関 す る 検 討

は 重 回 帰 分 析 の 変 数 減 増 法 を 用 い て 行 っ た

空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 と エ ア サ ン プ リ ン グ 2 週

間 前 か ら 1 週 間 前 に か け て の ユ ス リ 力 発 生 量

と の 間 に は 標 準 偏 回 帰 係 数 o . 634 8 ， 偏 相 関 係

数 o . 634 8 ， pくo . 00 1 と 有 意 の 正 の 相 関 が 認 め

ら れ た 。 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 と エ ア サ ン プ リ

ン グ 直 前 l 週 間 、 2 週 間 以 上 前 の ユ ス リ 力 発

生 量 や エ ア サ ン プ リ ン グ 当 日 の 平 均 気 温 、 平

均 風 速 、 降 水 量 や エ ア サ ン プ リ ン グ 前 1 週 間

の 平 均 気 温 お よ び 降 水 量 と の 聞 に は 有 意 の 相

関 は 認 め ら れ な か っ た ( T a b 1 e 2) 。 す な わ ち

エ ア サ ン プ リ ン グ 2 か ら 1 週 間 前 に か け て の

ユ ス リ 力 発 生 量 が 空 中 ユ ス リ カ 抗 原 量 に 最 も

強 く 関 連 す る と い う 結 果 で あ っ た

) c .  p . R A S T 陽 性 群 と 陰 性 群 に お け る 症 状

の 季 節 的 変 動 に つ い て の 比 較

c . p . R A S T 陰 性 群 で は 6 月 お よ び 9 、 10月

に 発 作 回 数 が 増 加 し 、 7 月 . 8 月 に は や や 減

少 し て い る の に 対 し 、 陽 性 群 で は 大 気 中 の ユ
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ス リ カ 抗 原 量 が 最 も 増 加 す る 7 、 8 月 に 時 息

発 作 が 最 も 多 発 し て お り 、 8 月 の 発 作 回 数 は

陰 性 群 に 比 し て 有 意、 に 増 加 し て い た ( t 検 定

pくo . 05) ( F i g .  9) 

〔 考 察 〕

室 内 塵 中 の ダ ニ が ア ト ピ 型 気 管 支 鴨 息 の

原 因 抗 原 と し て 重 要 で あ る こ と が V 0 0 r h 0 r s t 

ら 1 ) や 宮 本 ら 2 ) に よ り 明 ら か に さ れ て 以 来 、

ダ ニ に つ い て 多 く の 研 究 が な さ れ 、 現 在 ヒ ョ

ウ ヒ ダ ニ 類 は ア レ ル ギ - 疾 患 に お い て 最 も 重

要 な ア レ ル ゲ ン と さ れ て い る 。 ま た 、 ユ ス リ

力 が 気 管 支 端 息 な ど の ア レ ル ギ - 性 疾 患 の 原

因 と な っ て い る こ と は 以 前 よ り 報 告 さ れ て い

た 3 ) 4 ) 5 ) 6 ) が 、 い ず れ も ス ー ダ ン に お け る 局

地 的 な 現 象 あ る い は 特 殊 な 職 業 性 時 息 症 例 と

考 え ら れ て い た 。 し か し 、 本 邦 で ユ ス リ カ 成

虫 抗 原 に よ る と 思 わ れ る 気 管 支 時 息 症 例 7 ) 8 ) 

が 報 告 さ れ 、 さ ら に 、 首 都 圏 に 居 住 す る 成 人

気 管 支 哨 息 患 者 9 ) や 日 本 全 国 各 地 の 学 童 期 の

気 管 支 哨 息 患 者 1 0 ) を 対 象 に し た ユ ス リ カ 抗
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原 に 対 す る 皮 膚 テ ス ト や R A S T で ダ ニ 抗 原 に 次

い で 高 い 陽 性 率 が 認 め ら れ た こ と ユ ス リ カ

抗 原 と ダ ニ 抗 原 と の 間 に は 交 叉 抗 原 性 が ほ と

ん ど 認 め ら れ な い こ と 1 1 ) な ど に よ り 、 ユ ス

リ カ は 特 に 本 邦 に お い て は ダ ニ と 全 く 別 個 の

極 め て 普 遍 的 な 抗 原 と 考 え ら れ る よ う に な っ

fこ 。

方 従 来 よ り 抗 原 暴 露 の 経 路 の っ と し

て 、 空 中 に 浮 遊 す る 粒 子 中 に 含 ま れ る ア レ ル

ゲ ン の 経 気 道 的 暴 露 が 考 え ら れ て い た が 、 の

形 態 学 的 に 同 定 が 可 能 な 花 粉 類 等 よ り 同 定 可

能 な も の を 除 い て は 空 気 中 に 浮 遊 す る ア レ ル

ゲ ン を 定 量 化 す る こ と は 困 難 と さ れ て い た 。

し か し 近 年 、 定 量 式 エ ア サ ン プ ラ ー の 開 発 に

伴 い 、 空 気 中 に 浮 遊 す る 徴 細 で 形 態 学 的 に 同

定 不 能 な ア レ ル ゲ ン の 免 疫 化 学 的 測 定 法 に よ

る 定 量 化 が 可 能 と な り 、 花 粉 抗 原 1 2 ) 1 3 ) 1 4- ) 

ダ ニ 抗 原 1 5 ) 1 6 ) 1 7 ) 、 動 物 の 皮 屑 お よ び 尿 蛋

白 抗 原 1 6 ) 1 7 ) 1 8 ) や 昆 虫 抗 原 1 9 ) が 測 定 さ れ

る よ う に な っ た 。 今 回 我 々 は R A S T i n h i b i t i -
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o n a s s a y を 用 い て 室 内 空 気 中 の ダ ニ 抗 原 量 お

よ び 大 気 中 の ユ ス リ カ 抗 原 量 を 測 定 し た

室 内 空 気 中 の ダ ニ 抗 原 量 の 定 量 に 関 す る 検

討 に は S w a n s 0 n ら 9 ) や T 0 V e y ら 8 ) の 報 告 が あ る

カミ 前 者 で は 静 止 し た 空 気 中 か ら 370 � 557 0 

p g p r 0 t e i n / m 3 、 ベ ッ ド メ イ ク の 時 に は 82 0 0 0 

p g p r 0 t e i n / m 3 の D . f . 抗 原 蛋 白 量 が 測 定 さ れ

た が 、 後 者 で は 静 止 し た 空 気 中 か ら は a nt i g -

e n P 1 は ほ と ん ど 検 出 さ れ な か っ た 。 我 々 の

検 討 で は 測 定 さ れ た 室 内 の 空 中 ダ ニ 抗 原 量 は

6 90� 129000 pg/ m 3 と 両 者 に 比 し て や や 高 値 で

あ っ た 。 こ れ は 我 々 が 検 討 し た ア パ ト 3 カ

所 は 掃 除 回 数 が 少 な く や や ダ ニ 汚 染 が 進 ん

で い る と 考 え ら れ る こ と と 共 に エ ア サ ン プ

リ ン グ の 空 気 流 量 に も 関 連 し て い る と 思 わ れ

る 。 す な わ ち 、 今 回 の 我 々 の 検 討 で は 空 気 流

量 が 1000 Q / mi n と 比 較 的 ハ イ ボ リ ュ ム で あ

る た め 、 エ ア サ ン プ リ ン グ に よ り 室 内 に 空 気

の 流 動 が 生 じ 、 完 全 に 静 止 し た 空 気 中 に は 浮

遊 し な い 粒 子 も 浮 遊 し こ れ ら を サ ン プ リ ン
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グ す る こ と で 測 定 さ れ た ダ ニ 抗 原 量 も 増 加 し

て い る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 。 今 回 、 季

節 的 変 動 を み る た め 一 定 の 条 件 下 で サ ン プ リ

ン グ を 行 っ た が 、 日 常 生 活 に お い て は 、 人 や

ベ ッ ト の 活 動 、 室 外 か ら の 風 の 流 入 、 空 調 機

器 の 使 用 等 に よ り 、 室 内 の 空 気 は 常 に あ る 程

度 流 動 し て い る 状 態 と な っ て い る と 考 え ら れ

さ ら に 多 く の ダ ニ 抗 原 が 存 在 す る と 推 測 さ れ

る

室 内 空 気 中 の ダ ニ 抗 原 量 は ア パ ー ト 3 カ 所

で は 、 9 月 か ら 10月 お よ び 4 月 か ら 6 月 に か

け て 高 値 を と っ て い た 。 こ れ は 気 管 支 哨 息 発

作 の 増 加 す る 時 期 と 一 致 し て お り 、 空 中 ダ ー

抗 原 が 気 管 支 端 息 発 作 に 関 与 し て い る こ と が

示 唆 さ れ た 。 し か し 、 空 中 粒 子 の 直 径 �IJ の 空

中 ダ ニ 抗 原 量 の 分 布 に つ い て は 報 告 に よ り 異

な っ て お り 1 6 ) 1 7 ) 、 日 常 生 活 の 場 に お い て 気

管 支 時 息 発 作 を 誘 発 し 得 る 量 の ダ ニ 抗 原 が 肺

内 に 吸 入 、 沈 着 さ れ 得 る か 否 か に つ い て は 未

だ 不 明 の 点 も 多 く 、 更 に 検 討 し て い く 必 要 が
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あ る と 思 わ れ る

ま た 、 外 来 診 察 室 で の 空 中 ダ ニ 抗 原 量 は ア

パ ー ト 3 カ 所 に 比 し て 少 な く 冬 期 に や や 増

加 す る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 外 来 診 察 室 で 採 取

さ れ た 室 内 塵 か ら は ダ ニ は 一 年 を 通 し て ご

く 少 数 し か 検 出 さ れ て お ら ず 空 中 ダ ニ 抗 原

の 冬 期 で の 増 加 傾 向 は 、 着 衣 の 量 が 増 加 す る

の に 伴 い そ れ に 付 着 し て 運 ば れ る ダ ニ お よ

び 夕、、 二 成 分 が 増 加 す る た め で は な い か と 考 え

ら れ た

今 回 の 我 々 の 検 討 で は 室 内 空 中 ダ ニ 抗 原

量 と 室 内 塵 中 ダ ニ 密 度 と の 聞 に は 有 意、 の 正 の

相 関 が あ っ た 。 こ れ よ り 空 中 ダ ニ 抗 原 の 供 給

源 の ー っ と し て 室 内 塵 中 の ダ ニ が 関 与 し て お

り 、 ま た 、 環 境 整 備 を 励 行 す る こ と で 室 内 塵

中 の ダ ニ 密 度 だ け で な く 空 中 ダ ニ 抗 原 を も

減 少 さ せ る こ と が 可 能 で あ る と 考 え ら れ た

抗 原 除 去 目 的 の 長 期 入 院 に よ り 、 入 院 前 に 比

し て 時 息 症 状 や 朝 の ピ ー ク ブ ロ - 値 の 改 当EE二3 、

薬 物 投 与 量 の 減 少 ヒ ス タ ミ ン 吸 入 関 値 の 上

η乙



昇 が 認 め ら れ 2 0 ) 、 ま た 、 施 設 入 院 中 の 気 管

支 時 息 児 は 、 外 泊 前 に 比 し て 外 泊 後 に 総 I g E 

値 、 H D 1 お よ び D . p . の R A S T が 有 意 に 上 昇 し た

と の 報 告 も あ り 2 1 ) 、 今 回 の 我 々 の 結 果 も 含

め て 、 改 め て 環 境 整 備 の 重 要 性 が 示 唆 さ れ た

今 後 、 時 息 症 状 の 変 動 と 空 中 ダ ニ 抗 原 量 と

の 関 連 性 や 空 中 粒 子 の 直 径 別 の ダ ニ 抗 原 量 に

つ い て 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ た

ユ ス リ カ の 抗 原 活 性 に つ い て は 種 族 聞 に 強

い 交 叉 抗 原 性 が 認 め ら れ て お り 2 2 ) 2 3 ) 、 種 族

聞 に 共 通 す る 抗 原 分 画 の 存 在 が 示 唆 さ れ る

今 回 我 々 は 世 界 中 に 広 く 分 布 し 、 単 一 種 の 抗

原 を 多 量 に 得 や す く 、 他 の ユ ス リ カ と 高 率 に

交 差 抗 原 性 を 有 す る c . p . 抗 原 を 指 標 抗 原 と し

て 用 い た

ユ ス リ カ の 発 生 状 況 に 関 す る 我 々 の 2 年 間

の 検 討 で は 、 個 々 の 種 類 で み る と 発 生 時 期 に

大 き な 年 次 的 変 動 は 認 め ら れ な か っ た が 、 そ

の 発 生 量 は 年 に よ っ て 大 き く 異 な っ て い た

こ れ ら の 結 果 を 徳 島 市 郊 外 の 水 団 地 帯 で の 調

n/臼η/U
 



査 2 ( ) や 岡 山 県 の 児 島 湖 で の 調 査 結 果 2 5 ) と 比

較 す る と 、 い ず れ 地 域 に お い て も ユ ス リ カ の

発 生 は 10月 以 降 冬 季 に は 減 少 し て い る が 、 増

加 開 始 や ピ ー ク の 時 期 、 発 生 量 、 優 先 種 は 地

域 に よ り 異 な っ て お り 、 ま た 、 同 ー の 測 定 箇

所 に お い て も 年 に よ っ て ユ ス リ カ の 発 生 量 や

優 先 種 が 異 な っ て い た 。 以 上 よ り 、 ユ ス リ カ

の 発 生 状 況 は 測 定 地 域 の 地 理 的 条 件 の 違 い に

よ り 異 な っ て お り 、 年 次 的 に も か な り 変 動 す

る も の と 推 測 さ れ た

大 気 中 の ユ ス リ カ 抗 原 量 の 季 節 的 変 動 を み

る と 、 我 々 が 測 定 し た 2 力 所 で は い ず れ も 6

月 か ら 8 月 に か け て 最 も 増 加 し 、 以 後 増 減 を

繰 り 返 し 、 l 月 か ら 3 月 に か け て は 減 少 し

4 月 中 旬 か ら 再 度 増 加 し て お り 、 ユ ス リ 力 発

生 量 と 類 似 し た 変 動 ノミ タ ー ン と 考 え ら れ た

ま た 、 今 回 の 結 果 は 木 野 ら が ほ ぼ 同 様 の 手 法

を 用 い て 京 都 で 行 っ た 直 径 1 0μ m以 下 の 空 中 粒

子 中 の ユ ス リ カ 抗 原 量 の 測 定 結 果 1 9 ) と 比 較

す る と 、 ユ ス リ カ 抗 原 量 の ピ ー ク の 時 期 や 量

ハくuq/μ
 



に 相 違 が 認 め ら れ た が こ れ ら は 主 と し て 地

理 的 条 件 に よ る ユ ス リ 力 発 生 状 況 の 相 違 に よ

る も の と 思 わ れ た 。 以 上 よ り 、 大 気 中 の ユ ス

リ カ 抗 原 量 は ユ ス リ カ の 発 生 量 と 同 様 に 春 か

ら 秋 に か け て 高 値 を と り 冬 季 に は 減 少 す る

が 、 測 定 地 域 の ユ ス リ カ の 発 生 量 に 関 連 し て

地 域 的 、 年 次 的 に か な り 変 動 す る も の と 思 わ

れ た 。

今 回 我 々 は 、 大 気 中 の ユ ス リ カ 抗 原 量 と ユ

ス リ 力 発 生 量 と の 関 連 性 に つ い て の 検 討 に 際

し て 、 富 山 医 科 薬 科 大 学 と 薬 勝 寺 池 周 辺 の 2

地 点 で の 比 較 を 行 っ た が こ れ は l 年 を 通 し

て の 比 較 が 可 能 で あ り ま た こ の 2 地 点 が

比 較 的 近 く 地 理 的 条 件 も 類 似 し て い る こ と

か ら 、 ユ ス リ カ の 発 生 状 況 に も 大 き な 差 は な

い と 考 え ら れ た た め で あ る 。 今 回 の 検 討 で は

大 気 中 の ユ ス リ カ 抗 原 量 と ユ ス リ 力 発 生 量 と

の 間 に は 有 意、 の 正 の 相 関 が あ り 、 大 気 中 の ユ

ス リ カ 抗 原 量 は 近 辺 で 発 生 し た ユ ス リ カ 由 来

で あ る と 思 わ れ た 。 ま た 、 大 気 中 の ユ ス リ カ

λq
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抗 原 量 と エ ア サ ン プ リ ン グ 2 週 間 前 か ら 1 週

間 前 に か け て の ユ ス リ 力 発 生 量 と の 聞 の 関 連

性 が 最 も 強 か っ た が 、 こ れ は ユ ス リ カ 成 虫 の

死 骸 が 破 砕 さ れ て 空 気 中 に 浮 遊 す る ま で に 数

日 を 要 す る た め と も 考 え ら れ る が 、 羽 化 す る

際 に 排 池 さ れ る 胎 便 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン 抗 原 が

関 与 し て い る 可 能 性 も 考 え ら れ 、 今 後 さ ら に

検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ た

ま た 、 今 回 の 統 計 学 的 検 討 で は エ ア サ ン プ

リ ン グ 中 あ る い は 直 前 1 週 間 の 気 象 は 大 気 中

の ユ ス リ カ 抗 原 量 に は あ ま り 影 響 を 及 ぼ さ な

い と い う 結 果 で あ っ た 。 し か し 、 気 象 条 件 が

大 気 中 の ユ ス リ 力 抗 原 量 に 及 ぼ す 影 響 に つ い

て 検 討 す る 際 に 、 今 回 選 ん だ 項 目 や 統 計 処 理

の 方 法 が 最 適 で あ る か ど う か は 明 ら か で な く

今 後 さ ら に 検 討 さ れ る べ き 問 題 と 考 え ら れ た

ま た 、 今 回 の ユ ス リ カ R A S T陽 性 の 鴨 息 群 で

は ユ ス リ カ R A S T陰 性 の 哨 息 群 に 比 し て ユ ス リ

カ 抗 原 量 が 増 加 す る 夏 季 の 鴨 息 発 作 回 数 も 増

加 し て お り 、 佐 伯 ら が 1 980 年 か ら 1985年 に か
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け て 行 っ た 検 討 2 6 ) と 同 様 の 結 果 で あ っ た

我 々 は c . p . R A S T陽 性 の 時 息 患 者 で 夏 季 に 発

作 回 数 の 増 加 と 共 に c . p . 特 異 的 I g E 抗 体 価 の

上 昇 が 認 め ら れ た 症 例 を 経 験 し て お り 、 ま た

木 野 ら は 京 都 に お い て 大 気 中 の ユ ス リ カ 抗 原

量 が 増 加 す る 10月 か ら 1 1月 に か け て 発 作 回 数

の 増 加 と 共 に c . y . 特 異 的 I g E 抗 体 価 の 上 昇 が

認 め ら れ た 症 例 を 報 告 し て い る 1 9 ) 。 こ れ ら

の こ と よ り 、 ユ ス リ カ の 発 生 量 が 増 加 す る 時

期 、 す な わ ち 富 山 で は 夏 季 の 発 作 に は 大 気 中

の ユ ス リ カ 抗 原 が 関 与 し て い る 可 能 性 が 示 唆

さ れ た

今 後 、 大 気 中 の ユ ス リ 力 抗 原 量 の 変 動 と 鴨

息 症 状 の 増 悪 と の 関 連 性 を ユ ス リ 力 発 生 状 況

の 大 き く 異 な る 何 カ 所 か で 検 討 す る こ と に よ

り 、 大 気 中 に 浮 遊 す る ユ ス リ カ 抗 原 の 哨 息 発

作 へ の 関 与 の 実 態、 を さ ら に 明 ら か に し 、 ユ ス

リ カ 抗 原 に よ る 感 作 や 発 作 誘 発 に 対 す る 予 防

対 策 を 考 え て い く 必 要 が あ り 、 ま た 、 ユ ス リ

力 種 別 聞 に 共 通 す る 抗 原 分 画 を 用 い た 、 よ り
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鋭 敏 な ユ ス リ カ 抗 原 量 の 測 定 法 の 開 発 が 望 ま

れ る
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